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竹
活
用
の
交
流
施
設
を
設
置

竹
活
用
の
交
流
施
設
を
設
置
⽵㔟

㔐

粉㔓

農
法
普
及
と

交
流
⼈
⼝
増
加
を
⽬
指
す

　
　

月
定
例
会
は
、
６
月
７

　
　

日（
木
）か
ら
11
日（
月
）

ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

条
例
関
係
２
件
（
竹
活
用

交
流
施
設
設
置
条
例
の
制

定
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
）、
平
成
29
年

度
か
ら
の
予
算
繰
越
報
告
３

件
、
補
正
予
算
３
件
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
最

終
日
に
追
加
で
町
道
の
認
定

１
件
、
人
権
擁
護
委
員
候
補

者
の
推
薦
１
件
が
提
出
さ

れ
、
こ
ち
ら
も
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

 

一
般
質
問
は
９
人
が
町
政

全
般
の
問
題
を
た
だ
し
ま
し

た
。 ６ ６月

定 例 会 の
あ ら ま し

　

地
方
創
生
施
設
拠
点
整
備
事

業
に
よ
り
旧
こ
ん
に
ゃ
く
試
験

地
の
建
物
を
改
修
し
、
竹
活
用

の
農
業
利
用
促
進
、
普
及
啓
発

を
図
る
施
設
を
新
た
に
整
備
し

た
。

・
施
設
の
場
所

塙
町
大
字
台
宿
字
北
原
45
番
地

　
　
　

使
用
料
免
除
に
お
け
る

　
　

「
公
益
上
」
と
は
何
か
。

　
　
　

通
常
の
一
般
的
な
利
用

　
　

で
な
く
、
竹
パ
ウ
ダ
ー
を

使
用
し
た
農
法
体
験
や
都
市
部

と
の
交
流
人
口
増
加
体
験
ツ

ア
ー
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　

使
用
料
減
免
は
別
に
定

　
　

め
る
と
あ
る
が
、
規
則
は

い
つ
作
成
す
る
の
か
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
定
め
て
施
設

　
　

の
有
効
活
用
を
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　

調
整
室
と
加
工
場
の
使

　
　

用
用
途
は
何
か
。　
　
　

　
　
　

調
整
室
Ａ
は
水
が
使
え

　
　

な
い
野
菜
の
袋
詰
め
な
ど

が
で
き
る
。
調
整
室
Ｂ
は
水
が

使
え
、
そ
の
場
で
野
菜
を
洗
う

な
ど
の
要
望
に
応
え
る
。

　

加
工
場
と
は
、
ガ
ス
が
使
用

可
能
な
調
理
施
設
で
、
農
家
と

の
交
流
が
で
き
る
。　
　
　
　

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

QQＡＡ

塙
町
竹
活
用
交
流
施
設
設
置
条
例

塙
町
竹
活
用
交
流
施
設
設
置
条
例

竹
活
用
の
交
流
施
設
を
設
置

　
　
　
　
　
　

　

今
回
の
改
正
は
、
昨
年
度
の
国
保
税

を
大
幅
に
引
き
下
げ
町
民
か
ら
歓
迎
さ

れ
た
中
で
、
残
念
な
が
ら
今
年
は
結
果

的
に
増
税
と
な
る
。
補
正
予
算
で
は
約

３
０
０
０
万
円
も
の
取
り
崩
し
を
し
、

国
保
の
引
き
上
げ
抑
制
を
行
っ
て
い
く

こ
と
は
評
価
し
た
い
が
、
町
民
か
ら
見

れ
ば
負
担
増
で
あ
り
反
対
す
る
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

個
人
の
所
得
額
が
確
定
し
た
事
に
伴
う
改
正
で
、
今
回
か
ら
資
産
割

額
が
廃
止
さ
れ
た
。
税
負
担
は
医
療
費
増
加
、被
保
険
者
数
の
減
少
と
、

国
保
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
に
よ
り
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ
た
。

　

１
９
５
０
年
に
は
、
１
人
の
高
齢
者

を
12
・
１
人
の
現
役
世
代
が
支
え
て
い

た
が
、
２
０
１
２
年
の
段
階
で
は
、
２
・

６
人
で
支
え
、
２
０
６
０
年
に
は
、
１
・

３
人
で
支
え
る
不
安
定
な
構
図
と
な
る
。

　

少
子
高
齢
化
で
医
療
費
が
膨
張
す
る

一
方
、
保
険
料
収
入
が
伸
び
な
け
れ

ば
、
患
者
負
担
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、収
入
負
担
比
例
の
「
所
得
割
額
」

に
な
れ
ば
と
思
う
が
、
本
来
こ
の
議
論

は
国
政
で
進
め
て
欲
し
い
。

　

現
段
階
で
は
、
日
本
の
「
国
民
皆
保

険
制
度
」の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

反
対
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

＜ケース＞

・夫 45 歳（世帯主※サラリーマン）給与収入：300 万円（所得 192 万円）

・妻 42 歳（専業主婦） 

・子 18 歳（高校生）  ※固定資産税額：8万円

平成 30 年度 平成 29 年度 比較

税額 298,725 円 297,563 円 1,162 円増

＜賛成 12　反対１（高縁議員）で可決　※議長は採決に参加しない＞

一
般
会
計
補
正
予
算
１
億
６
２
６
１
万
円
追
加

一
般
会
計
補
正
予
算
１
億
６
２
６
１
万
円
追
加

【
主
な
事
業
】

・
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
委
託
料

１
億
３
０
０
０
万
円

　
　

平
成
29
年
度
中
に
計
画
か
ら
同
意
取
得
が
完
了
し
な
か
っ

　
　

た
森
林
施
業
分
の
増
額

・
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
事
務
事
業
編
策
定
業
務
委
託
料

１
０
０
０
万
円

　
　

地
球
温
暖
化
対
策
（　

削
減
）
に
即
し
た
塙
町
独
自
の
計

　
　

画
を
策
定
す
る
。（
委
託
料
は
全
額
補
助
。）

　
　
　

公
共
用
財
産
施
設
と

　
　

し
て
管
理
に
つ
い
て
議

会
の
承
認
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
　
　

指
定
管
理
の
場
合
は

　
　

議
会
の
承
認
が
必
要
で

あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
は
指
定
管
理
で
き
る
施

設
で
は
な
い
た
め
、
通
常
の

管
理
委
託
で
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

W
i

― fi

の
通
信
利
用

　
　

関
係
を
文
書
広
報
費
と

し
て
計
上
す
る
の
は
適
切

か
。

　
　
　

企
画
情
報
係
で
一
括

　
　

契
約
し
て
お
り
、
図
書

館
で
は
あ
る
が
管
理
は
総
務

課
で
あ
る
。

　
　
　

あ
ぶ
く
ま
高
原
美
術

　
　

館
は
い
つ
ま
で
維
持
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。

　
　
　

平
成
15
年
に
国
の
交

　
　

付
金
を
受
け
て
い
る
た

め
、
平
成
39
年
度
ま
で
。

　
　
　

柱
の
腐
食
を
今
回
計

　
　

上
し
て
い
る
が
、
床
な

ど
別
の
場
所
も
傷
ん
で
い
る

事
も
想
定
さ
れ
る
の
で
、
今

後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

　
　
　

平
成
29
年
度
予
算
で

　
　

実
施
し
た
工
事
中
に
、

新
た
に
今
回
の
腐
食
が
発
見

さ
れ
た
た
め
緊
急
に
予
算
計

上
を
し
た
。

　
　
　

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

QQＡＡ

QQＡＡQQＡＡ

QQＡＡ

２Co

議　案　の　審　議　結　果

議案第40号 塙町竹活用交流施設設置条例の制定 大字台宿地内に設置した
施設関連の条例新設

原

案

可

決

議案第41号 塙町国民健康保険税条例の一部改正 個人所得額確定による按
分率の見直し

議案第42号 平成30年度塙町一般会計補正予算（第1号）
ふくしま森林再生事業委
託料など（1億6,261万円）

議案第43号 平成30年度塙町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
按分率見直しによる補正
（▲1,258万円）

議案第44号 平成30年度塙町農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第1号）
稲沢地内の管路・公共升
設置工事費（270万円）

議案第45号 町道の路線認定 大字伊香地内に県道矢祭山
八槻線と接続する新路線

一
般
会
計
補
正
予
算
１
億
６
２
６
１
万
円
追
加

塙
町
竹
活
用
交
流
施
設
設
置
条
例

国
民
健
康
保
険
税
条
例
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一
部
改
正

モデル世帯から見る国保税負担

人　

事

人　

事

人　

事

QQＡＡ

QQＡＡ人
権
擁
護
委
員
に

七な
な
み
や宮

昭あ
き
こ子

氏
（
再
任
）

任
期
は
平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
33
年
９
月
30
日
ま
で

（
反
対
討
論
）

高
縁　

光
議
員

（
賛
成
討
論
）

吉
田
広
明
議
員

を
全
会
一
致
で
同
意

塙町議会だより第 143 号　２３　塙町議会だより第 143 号

会議スペース　 施設正面 ガスや水が使える加工場



一
般
質
問
と
は

　

議
会
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
町
の
行
財
政
の
運
営
を
監
視
す

る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
、そ
の
議
会
を
構
成
す
る
議
員
に
与
え
ら
れ
た
権
利
で
す
。

町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
町
の
将
来
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
報
告
や
説

明
を
町
長
に
求
め
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
一
般
質
問
は
、
一
般
質
問
議
員
自
ら
が

作
成
し
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
小
林
議
員
が
質
問
し
て
い
ま
す
。

一般質問 町政を問う町政を問う町政を問う

議 員 名 質　　問　　事　　項 ページ

鈴
すずき

木　安
やすつぐ

次
・町と議会の関係性　　　　　・行財政改革の進捗状況
・すぎのこ園受け入れ先 

５

鈴
すずき

木　　茂
しげる ・監査結果への対応 

・町の観光力アップ施策 
６

吉
よしだ

田　広
ひろあき

明
・紙おむつ等支援事業の実施　・軽費老人ホームの検討
・高齢者向けシェアハウス開設

７

七
ななみや

宮　広
ひろき

樹
・充実した学童保育施設計画　・交流人口の増加施策
・旧常豊小跡地利活用 　　　・商店街活性化

８

吉
よしだ

田　克
かつのり

則
・町長施政方針の実行 　　　・町の収納施策
・旧常豊小跡地の財産管理　　・モニタリングポスト関連

９

下
しもじゅう

重　義
よしと

人
・小中学生の不登校問題 　　　・町の公用車安全対策
・指定緊急避難場所 　　　・過去の一般質問を再質問

10

高
こうえん

縁　　光
ひかる ・入札参加名簿の改定　　　　・ゴミ収集施設整備

・高齢者向けリフォーム補助
11

青
あおと

砥　與
ようぞう

藏
・町行財政の諸課題　　　　　・過去の一般質問を再質問
・介護施設設置

12

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
　

多
世
代
と
の
交
流
の

場
は
設
置
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答
弁
　

子
育
て
支
援
エ
リ
ア

で
子
供
と
お
年
寄
り
が
と
も

に
交
流
で
き
る
よ
う
今
後
検

討
す
る
。

質
問
　

植
栽
エ
リ
ア
に
フ
ェ

ン
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

が
安
全
性
は
。

答
弁
　

飛
び
出
し
防
止
の
防

護
柵
は
設
置
す
る
。

質
問
　

時
間
を
か
け
て
安
全

対
策
を
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　

今
後
検
討
す
る
。

質
問
　

安
全
に
対
す
る
担
当

課
同
士
の
話
し
合
い
は

答
弁
　

こ
れ
ま
で
の
検
討
委

員
会
で
話
し
合
い
は
行
わ
れ

た
。

質
問
　

す
ぎ
の
こ
園
を
な
ぜ

最
初
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
の
か
。

答
弁
　

検
討
を
し
た
が
入
る

余
地
が
な
い
。
重
要
性
は
認

識
し
て
い
る
。

質
問
　

な
ぜ
受
け
入
れ
る
部

屋
を
確
保
で
き
な
い
の
か
。

答
弁
　

別
な
福
祉
施
設
な
の

で
当
初
か
ら
受
け
入
れ
る
事

を
想
定
し
て
い
な
い
。

質
問
　

す
ぎ
の
こ
園
を
こ
ど

も
園
に
受
け
入
れ
て
幼
稚
園

の
取
り
壊
し
も
視
野
に
入
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
存
続

さ
せ
る
経
費
は
ど
こ
が
負
担

す
る
の
か
。

答
弁
　

検
討
段
階
だ
が
塙
小

学
校
の
学
童
保
育
も
含
め
て

有
効
活
用
す
る
。

質
問
　

義
務
的
経
費
の
見

直
し
検
討
結
果
は
。

答
弁
　

前
年
踏と

う
し
ゅ
う
て
き

襲
的
な

計
上
は
し
な
い
よ
う
指
示

し
た
。

質
問
　

行
財
政
推
進
本
部

を
設
置
し
「
大
綱
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
策
定
す
る
と

し
た
が
進
捗
状
況
は
。

答
弁
　

諸
課
題
が
発
生
し

遅
れ
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
広

く
意
見
を
い
た
だ
く
。

質
問
　

作
業
工
程
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

12
月
議
会
に
は
お

示
し
す
る
。

町執行機関と議会との関係をどのように考えているのか

通告に無いので答弁できない

塙幼稚園併設のすぎのこ園

町の考えを問う

す
ぎ
の
こ
園
を
な
ぜ
最
初
か
ら
受
け
入
れ
な
い
の
か

検
討
し
た
が
入
る
余
地
が
な
い

障害者も受け入れる
こども園でなければ
ならない

鈴
すずき

木 安
やすつぐ

次議員

質
問
　

陳
情
に
一
部
議
員

の
同
席
を
制
限
し
た
こ
と

は
あ
る
か
。

答
弁
　

な
い
。

質
問
　

発
言
者
と
担
当
課

長
が
制
限
し
た
こ
と
を
認

め
た
が
。

答
弁
　

二
度
と
な
い
よ
う

指
導
す
る
。

質
問
　

町
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
対
策
は
。

答
弁
　

今
回
の
事
を
良
い

教
訓
と
す
る
。

質
問
　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
対
策
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
の
か
。

答
弁
　

も
っ
と
充
実
し
た

も
の
に
し
て
い
く
。

質
問
　

企
業
に
情
報
を
提

供
す
る
担
当
職
員
は
。

答
弁
　

ま
ち
振
興
課
長
補

佐
に
兼
任
さ
せ
る
。

質
問
　

旧
常
豊
小
学
校
を

教
育
委
員
会
の
事
務
所
に

で
き
な
い
か
。

答
弁
　

今
の
と
こ
ろ
移
動

す
る
考
え
は
な
い
が
検
討

す
る
。

行財政改革推進本部の進捗状況は

諸課題が発生し遅れている
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監査結果にどう対応
真摯に受け止め全力で改善する

町の考えを問う

町当局は監査委員の指摘に対し、
「糠
ぬか

に釘」でなく、きちんと対応
しなければならない

鈴
すずき

木　茂
しげる

議員

質
問
　

な
ぜ
追
加
の
監
査

を
行
っ
た
の
か
。

答
弁(

監
査
委
員)

　

町

に
と
っ
て
、
重
要
な
施
設

で
あ
る
湯
遊
ラ
ン
ド
と
道

の
駅
を
抽
出
し
て
行
っ

た
。

質
問
　

監
査
委
員
の
指
摘

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。

答
弁
　

指
摘
を
真
摯
に
受

け
止
め
て
い
る
。
全
力
で

改
善
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　

湯
遊
ラ
ン
ド
の
自

助
努
力
に
よ
る
収
支
改
善

と
経
費
節
減
の
甘
さ
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁
　

従
業
員
の
意
識
改

革
と
電
気
料
金
の
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問
　

道
の
駅
の
家
賃
収

入
の
収
受
方
法
の
改
善
指

摘
に
つ
い
て
は
。

答
弁
　

条
例
に
よ
り
認
め

て
い
た
。
改
正
も
視
野
に

入
れ
改
善
し
た
い
。

質
問
　

何
故
、
道
の
駅
で

も
内
部
監
査
に
依
る
例
月

出
納
監
査
が
必
要
な
の

か
。

答
弁(

監
査
委
員)

湯
遊

ラ
ン
ド
で
も
行
っ
て
お

り
、
道
の
駅
は
会
計
監
査

が
不
透
明
で
あ
り
必
要
で

あ
る
。

質
問
　

町
長
は
こ
の
指
摘

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か
。

答
弁
　

４
月
か
ら
毎
月
一

回
湯
遊
ラ
ン
ド
と
共
に
道

の
駅
も
例
月
監
査
を
行
っ

て
い
る
。

質
問
　

町
観
光
協
会
は
ま

だ
ま
だ
力
不
足
で
あ
る
。

観
光
大
使
に｢

ナ
イ
ツ｣

の
塙
宣
之(

は
な
わ
の
ぶ

ゆ
き)

さ
ん
を
お
願
い
し

て
、
町
の
観
光
力
を
ア
ッ

プ
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　

私
も
思
い
は
同
じ

で
あ
る
。
ぜ
ひ
検
討
し
た

い
。

質
問
　

樹
齢
４
０
０
年
、

幹
ま
わ
り
６
メ
ー
ト
ル
の

那
倉
の
桜
を
守
り
観
光
化

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
　

私
も
現
地
に
行
っ

て
い
る
。
地
元
区
の
要
望

も
あ
る
。
町
直
接
で
は
な

く
地
域
の
取
り
組
み
に
協

力
し
た
い
。

質
問
　

合
わ
せ
て
進
入
道

路
の
整
備
も
出
来
な
い

か
。

答
弁
　

森
林
環
境
交
付
金

を
使
っ
て
は
ど
う
か
。
ま

た
林
業
専
用
道
路(

施
業

面
積
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
延

長
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以

上
、
土
地
無
償
提
供)

と

い
う
考
え
方
も
あ
る
。

観
光
大
使
で
町
の
観
光
力
ア
ッ
プ
し
て
は

思
い
は
同
じ
。
ぜ
ひ
検
討
し
た
い

乳幼児への紙おむつ等支援事業の実施は
平成 31 年度から行う

「
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
」施
設
を
検
討
し
て
い
く
考
え
は

矢
祭
町
の
施
設
を
興
味
深
く
見
て
い
る

質
問
　

少
子
化
の
中
で
平

準
的
な
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
塙
町
の
幼

児
対
象
は
１
２
０
名
で
、

棚
倉
町
と
同
額
の
月
額

２
５
０
０
円
程
度
を
支
給

す
る
と
年
額
３
６
０
万
円

と
な
る
が
、
何
故
、
今
ま

で
取
り
組
ま
な
か
っ
た
の

か
。「
産
み
育
て
る
」
環

境
整
備
に
も
は
や
躊

ち
ゅ
う
ち
ょ躇

し

て
い
る
余
裕
は
な
い
。
　

答
弁
　

前
向
き
に
検
討
し

て
い
る
。
子
育
て
世
代
応

援
ポ
イ
ン
ト
事
業
で
実
施

す
る
。
財
政
負
担
が
伴
う

の
で
振
興
計
画
に
載
せ
、

平
成
三
十
一
年
度
当
初
予

算
に
計
上
し
実
施
し
て
行

き
た
い
。

町の考えを問う

少子高齢化に待ったなし

吉
よしだ

田　広
ひろあき

明議員

質
問
　

第
７
期
高
齢
者
福

祉
計
画
の
中
で
、「
安
全

で
快
適
な
生
活
の
保
護
」、

「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
冬
季
間
に
比
較
的
に
元

気
で
は
あ
る
が
、
健
康
状

態
に
不
安
を
感
じ
る
方
々

に
向
け
て
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
の
検
討
」と
あ
る
。数
ヶ

月
後
に
は
冬
に
な
る
。
前

回
も
提
案
し
た
湯
遊
ラ
ン

ド
「
多
目
的
施
設
」
の
検

討
を
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

昨
年
度
、「
塙
町

生
活
支
援
体
制
整
備
推
進

協
議
会
」を
立
ち
上
げ
た
。

こ
の
協
議
会
を
核
と
し

て
、
高
齢
者
の
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
し
、
湯
遊
ラ

ン
ド
「
多
目
的
施
設
」
の

一
部
を
転
用
し
て
、
福
祉

目
的
で
利
用
す
る
こ
と
を

是
非
検
討
し
て
み
た
い
。

質
問
　

総
務
省
・
家
計
調

査
の
中
で
、
独
居
老
人
や

高
齢
夫
婦
・
無
職
世
帯
の

平
均
的
な
毎
月
の
暮
ら
し

は
大
変
で
あ
る
。
平
成
20

年
厚
生
労
働
省
の
指
針
も

出
て
い
る
が
、
矢
祭
町
の

よ
う
な
低
額
で
入
れ
る
老

人
ホ
ー
ム
施
設
の
検
討
は

あ
る
の
か
。

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
）

　

矢
祭
町
で
は
、「
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
」
と
し
て
、

平
成
30
年
秋
に
開
所
予
定

で
あ
る
。
目
的
は
、
山
間

部
に
住
む
高
齢
者
の
食
事

及
び
、
移
動
手
段
不
足
の

解
消
で
あ
る
。
入
所
対
象

者
は
自
立
支
援
・
介
護
２

ま
で
、
定
員
は
30
名
。
運

営
は
「
社
会
福
祉
法
人
矢

祭
福
祉
会
」
が
行
う
。

答
弁
（
町
長
）
当
該
の
施

設
を
興
味
深
く
見
て
い

る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

随時監査報告書

軽費老人ホームケアハウスせせらぎ荘（矢祭町）

湯遊ランド「多目的施設」を検討する

冬季間の高齢者向けシェアハウス開設の考えは
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

町長施政方針の実行は

努力を重ねた結果

施設・跡地の財産管理は

通常利用可能状態を保持

質
問
　

平
成
30
年
度
施
政
方

針
で
事
務
事
業
の
見
直
し
と

経
費
の
節
減
、
運
用
の
合
理

化
を
確
実
に
実
行
す
る
よ
う

予
算
編
成
に
努
め
た
と
あ
る

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

予
算
編
成
を
し
た
の
か
。

答
弁
　

事
業
内
容
が
各
課
で

違
う
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り

組
み
を
や
っ
て
欲
し
い
投
げ

か
け
を
し
た
。
努
力
を
重
ね

た
結
果
と
し
て
経
費
削
減
し

た
予
算
に
な
っ
た
。

質
問
　

抜
本
的
行
財
政
改
革

を
進
め
る
と
し
て
い
る
が
進

捗
状
況
は

答
弁
　

12
月
ま
で
に
は
一
定

の
内
容
公
開
を
し
た
い
。

町の考えを問う

梅雨があがると暑い夏に・・・
実りの秋に　光陰矢のごとしか。

吉
よしだ

田　克
かつのり

則議員

質
問 

常
豊
小
学
校
閉
校
施
設
・
跡

地
の
財
産
管
理
は
。

答
弁
　

週
一
回
程
度
、
塙
小
学
校
の

用
務
員
が
出
向
い
て
維
持
管
理
を
し

て
い
る
。
校
内
の
施
錠
管
理
、
植
栽

の
管
理
、
校
庭
の
除
草
等
を
行
っ
て

い
る
。
財
産
の
保
全
と
通
常
の
利
用

可
能
状
態
を
保
持
し
て
い
る
。

質
問
　

平
成
４
年
新
校
舎
落
成
を
し

て
い
る
が
起
債
の
状
況
は

答
弁
　

平
成
30
年
３
月
で
完
済
。

質
問
　

常
豊
小
学
校
、
幼
稚
園
の
閉

校
・
閉
園
式
に
あ
た
り
町
は
ど
の
よ

う
な
関
わ
り
方
を
し
た
の
か
。

答
弁
　

事
務
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
臨
時
の
事
務
職
員
１
名
を
配
置
。

閉
校
記
念
誌
、
記
念
品
等
の
財
政
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　

町
長
の
管
理
職
人
事
で
最
も

重
要
視
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

答
弁
　

部
下
の
管
理
能
力
、
部
下
育

成
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
開
発
能
力
、

問
題
解
決
能
力
。
適
材
適
所
で
人
事

配
置
し
た
。

適
材
適
所
配
置

管
理
職
人
事
の
重
要
視
は

質
問
　

納
税
組
合
の
解
散
、
前
納
報

奨
金
の
廃
止
を
し
た
。
収
納
施
策
の

考
え
は
。

答
弁
　

担
当
課
か
ら
人
を
増
や
し
て

欲
し
い
要
請
が
あ
り
、
そ
の
結
果
と

し
て
滞
納
が
減
っ
て
成
果
を
上
げ

た
。

滞
納
が
減
っ
た

収
納
施
策
の
考
え
は

質
問
　

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
避

難
区
域
外
に
あ
る
放
射
線
監
視
装
置

（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
）
を
大
幅

に
撤
去
す
る
こ
と
を
決
め
た
が
町
の

対
応
は
。

答
弁
　

国
が
決
め
る
事
で
あ
り
尊
重

し
つ
つ
も
、
郡
内
町
村
と
協
議
を
し

な
が
ら
こ
の
町
、
こ
の
地
域
ら
し
い

対
応
は
し
て
い
き
た
い
。

町
ら
し
い
対
応
を
し
た
い

放
射
線
監
視
装
置（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
）は

充実した学童保育施設の計画は

こども園（仮称）開園後、塙保育園を検討

町の考えを問う

モンベル（ｍｏｎｔ・ｂｅｌｌ）とは、
業界トップクラスのアウトドア・ブランド企業
豊かな自然をもつ自治体に対し、独自
の審査で認定証を与え、アウトドアを
通して、地域活性化を図りさまざまな
事業を展開しています。

七
ななみや

宮　広
ひろき

樹議員

質
問
　

塙
の
学

※

童
保
育
で

は
１
０
２
名
の
利
用
に
対

し
、
２
つ
の
教
室
を
使
用

し
て
い
る
が
、
教
室
が
足

り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
　

雨
天
時
に
は
活
動

の
場
所
が
限
定
さ
れ
、
教

室
が
足
り
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

質
問
　

年
々
学
童
保
育
を

利
用
す
る
児
童
が
増
え
て

い
る
が
、
町
で
は
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

総
合
的
に
見
て
増

加
傾
向
に
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

質
問
　

は
な
わ
こ
ど
も
園

（
仮
称
）の
開
園
後
、
塙
幼

稚
園
や
塙
保
育
園
を
学
童

保
育
施
設
と
し
て
の
考
え

は
。

答
弁
　

は
な
わ
こ
ど
も
園

（
仮
称
）開
園
に
伴
う
塙
幼

稚
園
の
空
き
教
室
を
、
学

童
保
育
施
設
の
活
用
を
視

野
に
入
れ
検
討
し
て
い
き

た
い
。

旧
常
豊
小
学
校
の
活
用
は
、県
立
支
援
学
校
に

活
用
案
の
一
つ
と
し
て
、
検
討
し
た
い

質
問
　

旧
常
豊
小
学
校
を

活
用
し
、
県
立
支
援
学
校

を
誘
致
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　

県
の
全
体
計
画
等

も
あ
る
が
、
注
視
し
な
が

ら
郡
内
関
係
町
村
と
話
し

合
い
の
中
で
検
討
し
た
い
。

質
問
　

県
立
支
援
学
校
を

誘
致
す
る
こ
と
で
、
郡
内

の
通
学
生
徒
の
利
便
性
と

住
み
慣
れ
た
地
域
で
学
ぶ

教
育
が
、
県
教
育
委
員
会

の
方
向
性
と
一
致
し
、
県

を
絡
め
た
活
用
が
堅
実
だ

と
考
え
る
が
。

答
弁
　

児
童
・
生
徒
に

と
っ
て
は
通
学
時
間
の
短

縮
、
ま
た
保
護
者
に
と
っ

て
も
利
便
性
が
向
上
す
る

と
考
え
る
。

　

県
の
整
備
指
針
や
整
備

計
画
等
を
含
め
て
、
方
向

性
を
考
え
て
い
き
た
い
。

交
流
人
口
増
に
は
、違
っ
た
視
点
で
取
り
組
む
べ
き

モ
ン
ベ
ル「
フ
レ
ン
ド
タ
ウ
ン
」大
変
興
味
深
い

質
問
　

塙
町
の
魅
力
を
今

後
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
、

交
流
人
口
を
増
や
す
の

か
。

答
弁
　

ま
だ
気
づ
か
な
い

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
文
化
財

等
が
あ
り
、
新
し
い
方
向

性
を
視
野
に
入
れ
取
り
組

ん
で
い
く
。

質
問
　

モ
ン
ベ
ル
は
、
地

域
の
情
報
を
６
４
万
人
の

会
員
に
提
供
す
る
。
全
国

に
塙
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ツ
ー

ル
の
１
つ
と
し
て
期
待
が

も
て
る
。
町
は
モ
ン
ベ
ル

と
連
携
を
進
め
る
べ
き
で

は
。

答
弁
　

モ
ン
ベ
ル
の
代
表

者
と
早
々
に
お
会
い
す
る

機
会
が
あ
り
、
大
変
興
味

深
く
見
て
い
る
。

　

交
流
人
口
を
増
や
す
為

に
も
、
モ
ン
ベ
ル
フ
レ
ン

ド
タ
ウ
ン
の
実
現
に
向
け

て
進
め
て
い
き
た
い
。

※
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
通
称
）

　

学
童
保
育

※
学
童
保
育
と
は
、
両
親
が
勤

　

め
に
出
て
い
る
学
童
を
、
放

　

課
後
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て

　

保
育
す
る
こ
と
。

大
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
、

商
店
街
の
活
性
化
に

年
内
に
使
用
で
き
る
方
向
で

進
め
て
い
る

質
問
　

福
島
交
通
・
塙
駅

前
停
留
所
「
は
な
わ
バ
ス

待
合
所
」
に
あ
る
「
大

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
」
を
商
店
街
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
は
。

答
弁
　

年
内
に
使
用
で
き

る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

放課後児童クラブのようす
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
可
搬
型

リ
ア
ル
タ
イ
ム
型
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塙町立小、中学校の不登校の実態は

少しずつではあるが解消されている

町の考えを問う

質
問
　

塙
町
立
塙
小
学

校
、
笹
原
小
学
校
、
塙
中

学
校
の
不
登
校
の
実
態

は
。

答
弁
　

平
成
28
年
度
ま
で

は
、
不
登
校
の
生
徒
が

年
々
増
加
傾
向
で
あ
っ
た

が
、
町
教
育
委
員
会
、
各

小
学
校
の
取
り
組
み
の
成

果
が
あ
り
、
少
し
ず
つ
で

あ
る
が
解
消
さ
れ
て
い

る
。

質
問
　

不
登
校
の
兆
候
が

出
や
す
い
大
型
連
休
明
け

や
夏
休
み
後
の
適
切
な
指

導
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

未
然
防
止
に
努
め

る
と
と
も
に
、
教
育
相
談

の
実
施
や
電
話
連
絡
等
な

ど
の
対
策
を
行
っ
て
い

る
。

実行あるのみ！！

下
しもじゅう

重　義
よしと

人議員

質
問
　

「
も
み
じ
を
育
て

る
会
」
の
支
援
は
。

答
弁
　

森
林
環
境
交
付
金

事
業
よ
り
補
助
が
出
来
る

の
で
活
用
し
て
い
き
た

い
。

質
問
　

「
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
」
の
配
布
は
。

答
弁
　

一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
を
対
象
に
配
布
す

る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
　

地
域
住
民
は
避
難

場
所
を
把
握
し
て
い
る
の

か
。

答
弁
　

平
成
22
年
に
作
成

し
た
災
害
マ
ッ
プ
を
全
戸

配
布
に
よ
っ
て
周
知
し
た
。

今
後
避
難
場
所
看
板
設
置

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問
　

避
難
場
所
及
び
福

祉
避
難
所
に
塙
厚
生
病
院

を
活
用
で
き
な
い
か
。

答
弁
　

良
い
こ
と
だ
と
思

う
の
で
、
塙
厚
生
病
院
と

相
談
し
て
み
る
。

質
問
　

避
難
所
の
安
全
性

及
び
良
好
な
生
活
環
境
は

確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

福
島
県
が
避
難
箇

所
の
土
石
流
調
査
を
行
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
は
避
難
所
の
変
更
も
あ

り
得
る
。

質
問
　

公
用
車
の
事
故
等

な
ど
の
安
全
対
策
は
。

答
弁
　

日
常
の
点
検
は
使

用
者
が
乗
車
前
に
行
い
、

不
具
合
等
が
あ
っ
た
場
合

は
総
務
課
が
対
応
し
て
い

る
。

質
問
　

事
故
時
の
対
応
及

び
発
生
状
況
は
。

答
弁
　

過
去
５
年
間
で
計

11
件
。
い
ず
れ
も
軽
微
な

破
損
で
あ
る
。
対
応
は
、

塙
町
交
通
事
故
処
理
対
策

委
員
会
で
調
査
及
び
審
議

し
て
い
る
。

質
問
　

今
後
、
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
を
取
り
付
け

る
考
え
は
。

答
弁
　

正
確
な
状
況
が
把

握
で
き
る
の
で
、
経
費
等

を
考
慮
し
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

入札参加名簿の改定は

平成31年度へ向けて委員会を設置した

質
問
　

入
札
参
加
資
格
に

つ
い
て
、
業
者
名
簿
作
成

な
ど
の
検
討
が
な
さ
れ
た

か
。
建
築
法
違
反
が
問
わ

れ
て
い
る
が
ど
の
よ
う
に

改
善
が
図
ら
れ
た
か
。

答
弁
　

平
成
29
年
度
は

各
課
か
ら
職
員
を
選
抜

し
、
入
札
制
度
見
直
し
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作

り
、
平
成
30
年
度
は
塙
町

工
事
指
名
委
員
会
を
設
置

し
た
。
現
在
指
名
入
札
参

加
資
格
に
つ
い
て
、
名
簿

は
平
成
29
年
度
版
を
使
用

し
て
お
り
、
平
成
31
年
度

に
む
け
て
登
録
方
法
を
検

討
し
て
い
る
。

町の考えを問う

町の予算が減少する中で、
庶民本位の予算を願う。

高
こうえん

縁　光
ひかる

議員

町の公用車

質
問
　

高
齢
者
に
や
さ
し

い
住
ま
い
づ
く
り
助
成
事

業
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　

平
成
29
年
度
で
県

か
ら
の
補
助
事
業
が
終
了

し
た
こ
と
に
よ
り
、
財
源

確
保
が
で
き
な
い
こ
と
か

ら
塙
町
環
境
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
事
業
も
同
年
度
末
に

終
了
し
た
。
替
わ
り
に
高

齢
者
に
や
さ
し
い
住
ま
い

づ
く
り
助
成
事
業
は
、
家

族
の
中
で
60
歳
以
上
が
定

住
す
る
住
宅
で
、
一
定
の

条
件
を
満
た
せ
ば
最
大

18
万
円
補
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

高
齢
者
向
け
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
は

一
定
要
件
の
下
、
補
助
を
受
け
ら
れ
る

各地域のゴミ収集施設整備は

各地域住民の対応となる

質
問　

ゴ
ミ
収
集
に
お
け

る
各
地
域
の
収
集
施
設
を

計
画
的
に
増
設
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
設
置
の

規
定
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁　

現
在
ゴ
ミ
収
集
施

設
が
あ
る
場
所
は
、
そ
の

地
域
で
住
民
の
方
が
対
応

し
て
い
る
。
ゴ
ミ
収
集
に

つ
い
て
は
場
所
の
み
の
指

定
で
、
収
集
施
設
の
規
定

は
し
て
い
な
い
。

町内のゴミ置き場

質
問
　

子
供
の
受
け
皿
と

な
る
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

（
適
応
指
導
教
室
）
の
設

置
は
。

答
弁
　

町
で
は
、「
あ
す

な
ろ
教
室
」
と
称
し
て
、

教
育
指
導
員
が
不
登
校
生

徒
の
学
習
支
援
や
連
絡
相

談
を
行
っ
て
い
る
。

指
定
緊
急
避
難
場
所
を
把
握
し
て
い
る
の
か

公
用
車
の
安
全
対
策
は

災
害
マ
ッ
プ
で
周
知
し
て
い
る

日
常
の
点
検
は
乗
車
前
に
実
施

過
去
の
一
般
質
問

か
ら
の
再
質
問
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

町財政が悪ければ、報酬を下げるべき

給与減は考えていない

町の考えを問う

質
問
　

経
常
収
支
比
率
が

高
い
の
は
、
特
別
職
・
幹

部
職
員
・
議
員
の
責
任
で

あ
り
、
昨
年
度
の
93
％
か

ら
改
善
し
た
と
は
い
え
、

未
だ
に
支
出
に
余
裕
の
な

い
状
況
か
ら
も
、
報
酬
を

下
げ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

答
弁
　

給
与
は
生
活
費
と

直
結
し
て
い
る
の
で
、
現

状
で
は
考
え
て
い
な
い
。

行
政
側
の
気
構
え
、
心
構

え
、
や
る
気
等
の
改
善
か

ら
取
り
組
み
た
い
。 綱

こうきしゅくせい

紀粛正　　
断じて行えば、鬼神も之を避く

青
あおと

砥　與
ようぞう

蔵議員

質
問
　

シ
ス
テ
ム
管
理
委

託
費
は
大
き
な
支
出
で
あ

り
、
Ｉ
Ｔ
系
職
員
を
確
保

す
る
か
大
学
の
協
力
で
今

後
対
応
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
弁
　

膨
大
に
出
し
す
ぎ

て
い
る
の
で
検
討
す
る
。

質
問
　

泉
崎
村
（
財
政
再

建
を
成
し
遂
げ
た
村
）
で

は
事
業
の
工
程
表
を
公
開

し
、
遅
延
す
る
こ
と
な
く

行
わ
れ
て
い
る
。 

塙
町

も
同
様
の
工
程
表
公
表
を

提
案
す
る
。

答
弁
　

検
討
し
た
い
。

質
問
　

指
定
管
理
会
社

「
塙
町
振
興
公
社
」
に
対

す
る
家
賃
の
無
料
化
・
維

持
費
負
担
は
、
町
の
お
荷

物
で
は
な
い
か
。

答
弁
　

二
千
万
円
の
入
湯

税
が
町
に
納
付
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
さ
ら
に
安
定

し
た
経
営
を
行
っ
て
い
く

よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て

い
く
。

湯
遊
ラ
ン
ド
管
理
は

安
定
し
た
経
営
を
す
る

質
問
　

多
く
の
町
民
が
町

長
公
約
の
介
護
施
設
建
設

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
建

設
時
期
は
い
つ
頃
か
。

答
弁
　

こ
ど
も
園
・
若
者

定
住
促
進
が
終
わ
れ
ば
、

企
画
検
討
に
入
る
。

介
護
施
設
は

企
画
検
討
に
入
る

質
問
　

稲
作
被
害
を
生
む

カ
メ
ム
シ
の
ふ
化
は
５
～

６
月
で
、
７
月
の
河
川
草

刈
り
は
田
ん
ぼ
に
虫
を
追

い
立
て
る
行
為
で
あ
る
。

何
か
対
策
は
な
い
の
か
。

答
弁
　

カ
メ
ム
シ
被
害
は
、

多
く
の
要
因
が
あ
り
、
飼

料
米
生
産
に
よ
る
事
が
大

き
い
。

　

今
度
検
討
し
て
い
き
た

い
。

質
問
　

猪
駆
除
対
策
は
、

猟
友
会
の
他
、
農
家
に
よ

る
第
二
の
駆
除
隊
を
新
設

す
べ
き
。

答
弁
　

鳥
獣
保
護
法
の
枠

組
み
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

新調したテーブルセット（湯遊ランド）

　

今
、
塙
町
が
直
面
し
て

い
る
問
題
は
何
か
。
町
民

と
し
て
関
心
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
か
ら
東
京
に
住
む

弟
に
、
塙
町
の
姿
を
見
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
。

こ
の
議
会
傍
聴
が
良
い
機

会
に
な
の
で
は
な
い
か
。

　

質
疑
に
立
っ
た
議
員

は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

の
資
料
や
情
報
な
ど
を
よ

く
収
集
す
る
な
ど
、
努
力

の
跡
が
見
ら
れ
意
見
も
明

確
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

答
え
る
町
側
は
具
体
的
、

か
つ
納
得
さ
せ
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
た
。

　

長
時
間
に
わ
た
る
質
疑

応
答
な
の
だ
か
ら
、
終
了

時
に
は
他
の
議
員
の
拍
手

く
ら
い
の
反
応
は
欲
し

い
。

　

議
論
が
成
り
立
つ
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
議
員
が
自
説
を
述
べ

た
り
、
行
政
の
計
画
を
批

判
し
た
り
す
る
一
方
、
そ

れ
に
応
答
す
る
町
側
も
譲

歩
や
修
正
を
し
な
が
ら
、

合
意
点
（
結
論
）
に
到
達

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

塙
町
は
こ
れ
で
い
い
の

か
、
町
民
み
ん
な
で
考
え

よ
う
。
特
に
役
場
職
員
は

率
先
し
て
考
え
、
実
践
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

安
あんざい

齋　保
たもつ

さん（川上）

―
傍
聴
し
た
き
っ
か
け
は

―
傍
聴
さ
れ
た
感
想
は

　

ど
う
で
し
た
か

―
議
会
に
対
す
る
意
見
、

　
　

要
望
は
あ
り
ま
す
か

塙町が抱えている課題に、
    もっと危機感を持とう

ひとことインタビューひとことインタビュー
　６月定例会の傍聴者数はのべ２６人でした。傍聴さ
れた方の中からインタビューを実施し、感想や意見を
いただきました。

―
町
に
対
す
る
意
見
、

　
　

要
望
は
あ
り
ま
す
か

行
政
改
革
は

今
後
検
討

過
去
の
一
般
質
問

か
ら
の
再
質
問
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旧
常
豊
小
全
景

５月
臨 時 会 の
あ ら ま し

採　　決　　結　　果

議案第 38 号
塙町体育施設の設置及び
管理に関する条例改正

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁　

光

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

原案可決（賛成９：反対３）● ○ ○ ○ 欠 ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

○：賛成、●：反対、欠：当日欠席　　※なお議長（大縄武夫）は採決に加わらない

塙
町
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
改
正

塙
町
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
改
正

塙
町
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
改
正

　平成30年５月30日に
第３回臨時会（会期１
日間）が午前10時より
開会されました。町長
専決４件と議案２件の
審議と、２件の報告を
受けました。

　

旧
常
豊
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
塙

町
学
校
等
利
活
用
検
討
委
員
会
か
ら
の
報
告
を

受
け
、
校
庭
部
分
を
常
豊
地
区
運
動
場
、
体
育

館
部
分
を
常
豊
地
区
体
育
館
と
し
、
平
成
30
年

６
月
１
日
よ
り
町
の
体
育
施
設
と
し
て
位
置
づ

け
住
民
が
利
用
で
き
る
施
設
と
す
る
。

Ｑ　

旧
常
豊
小
跡
地
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
決

ま
っ
た
の
か
。

Ａ　

決
定
は
し
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
様
々
な

意
見
を
取
り
入
れ
て
形
に
し
た
い
。

Ｑ　

全
体
像
が
見
え
て
な
い
中
で
の
条
例
改
正

は
時
期
尚
早
で
は
な
い
か
。

Ａ　

大
至
急
施
設
を
利
用
し
た
い
と
い
う
要
望

が
あ
り
、で
き
る
限
り
の
範
囲
で
応
え
て
い
く
。

Ｑ　

報
告
後
の
内
部
で
の
検
討
内
容
は
。

Ａ　

貸
し
出
し
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か

と
の
判
断
。

Ｑ　

利
用
団
体
と
の
貸
借
契
約
も
可
能
で
は
な

か
っ
た
か
。

Ａ　

賃
貸
借
契
約
の
場
合
、
他
団
体
が
利
用
で

き
な
く
な
る
。
条
例
改
正
で
広
く
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

　施設及び跡地利用の方　施設及び跡地利用の方
針、具体的な全体像が見針、具体的な全体像が見
えないなかでの条例改正えないなかでの条例改正
は時期尚早。は時期尚早。

（賛成討論）
藤田一男議員

　

末
広
町
地
内
の
、
子
育
て
若
者

定
住
促
進
住
宅
団
地
造
成
工
事
に

着
手
す
る
。
す
で
に
取
得
済
み
の

用
地
に
22
戸
の
宅
地
造
成
（
１
区

画
あ
た
り
２
２
０
㎡
、
約
６
６
坪
）

と
町
道
末
広
町
１
号
線
を
整
備
す

る
。

契
約
金
額

　

１
億
２
４
９
２
万
１
４
４
０
円

契
約
方
法

　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　

（
４
社
入
札
参
加
）

契
約
の
相
手
方

　

深
谷
建
設(

株)

　
　

代
表
取
締
役　

深
谷　

佳
孝

Ｑ　

予
定
価
格
、
落
札
率
は
ど
う

だ
っ
た
か
。

Ａ　

予
定
価
格
１
億
４
９
９
９
万

６
８
８
０
円
。
落
札
率
は
８
８

・
３
％

Ｑ　

盛
土
が
必
要
で
あ
る
と
聞
い

た
が
、
ど
こ
か
ら
持
っ
て
く
る
の
か
。

Ａ　

１
万
４
０
０
０
㎥
必
要
で
あ

る
。
そ
の
７
割
は
国
道
２
８
９
号

線
改
良
工
事
現
場
の
残
土
を
利
用

す
る
。

土
質
調
査
の
結
果
か
ら
も
使
用
可

能
で
あ
る
。〈

全
員
賛
成
で
可
決
〉

工
事
請
負
契
約

工
事
請
負
契
約

工
事
請
負
契
約

　利活用検討委員会の内
容を説明される事なく、
今回条例改正に進むこと
は議会軽視で、跡地の全
体像が示される前では認
められない。

　常豊地区及び町内の方常豊地区及び町内の方
から早く利用したいとのから早く利用したいとの
声が数多く聞かれ、素早声が数多く聞かれ、素早
い町の対応に賛同する。い町の対応に賛同する。

　常豊地区の老人会の
方々の要請であり、早急
に対応していただいた内
容。継続的な事業計画と
なるような跡地利用を計
画してもらいたい。

（賛成討論）
吉田広明議員

（反対討論）
吉田克則議員

（反対討論）
鈴木安次議員

　

こ
の
他
に
、
町
長
が
平
成
30
年
３

月
31
日
付
け
で
行
っ
た
専
決
処
分
４

件
（
平
成
29
年
度
予
算
関
連
２
件
、

税
条
例
改
正
２
件
）
を
全
会
一
致
で

承
認
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

～塙町学校施設等利活用検討委員会答申～
◎旧常豊小学校及び幼稚園について
　・小学校舎は当面の間集会施設として町が管理していく事が望ましい
　・体育館及び校庭は町が体育施設として管理していく事が望ましい
　・幼稚園舎は取り壊し駐車場にする事が望ましい
　・プールについては代替施設として防火水槽にする事が望ましい
（平成30年５月22日付け塙町教育委員会へ提出）

旧常豊小跡地の一部を町の体育施設として活用へ

　施設及び跡地利用の方
針、具体的な全体像が見
えないなかでの条例改正
は時期尚早。

　常豊地区及び町内の方
から早く利用したいとの
声が数多く聞かれ、素早
い町の対応に賛同する。

・日　　時　平成30年５月16日（水）

・場　　所　委員会室

・出席委員　鈴木安次委員長

　　　　　　ほか委員全員（計：７名）

・調査まとめ

①めだか保育室の現状について西郷園長先

　生から聞き取り調査を行い、預かってい

　る子供たちが全員こども園に入園でき、

　勤務している先生全員が就職出来る事を

　希望しており、町としては両方の受け入

　れについて配慮すべき事案である。

②はなわこども園（仮称）開園は平成 32

　年４月を予定しているが、老人とのふれ

　あいの場や、待機児童、入札の方法（一

　括発注か分離発注）など課題が山積して

　いる。今後の建設工事を行うにあたって、

　教育委員会及びまち整備課は密に連携し

　事業を進めてもらいたい。

③すぎのこ園に通っている子供たち（現在10

　名）は、はなわこども園（仮称）への受

　け入れをこれから検討するとの事だった

　が、仮にすぎのこ園だけが塙幼稚園に取

　り残される事態になれば問題である。

　　

委員会レポート

総務常任委員会報告

はなわこども園（仮称）に関する諸課題について

・日　　時　平成30年５月16日（水）

・場　　所　委員会室

・出席委員　鈴木　茂委員長

　　　　　　ほか委員全員（計：７名）

・調査まとめ

　塙町商工会補助金等の使途内容につい

て、担当課から聞き取り調査を行った。内

容は、商工振興活動事業補助金、塙町中心

市街地活性化事業補助金、そして地域消費

喚起生活支援型（プレミアム商品券発行事

業）補助金について詳細と、所属会員数、

各部会及び役員、各委員会及び活動内容に

ついても説明を受けた。

　次に質疑に入り、家屋費の具体的内容や、

会員数の増減、年会費の額などが質問され、

また商工会青年部が行っている婚活事業の成

果についてであった。

　最後に意見交換となり以下の点が出され

た。

①各事業が毎年同じメニューで慣例的にや

　ることに疑問がある。

②新たな自主財源確保（農産物や物産品を

　道の駅などで売る）を町が指導すべき。

③抜本的な意識改革が必要ではないか。

　まとめとして、今後補助金の支出額を見

直す時期が来るものと思われる。その時に

一律カットとするのか、監査委員の指摘の

ように必要性、公益性、妥当性などを鑑み

メリハリをつけたものとするのか、課題に

なると思われる。

経済常任委員会報告

塙町商工会補助金の使途内容調査

はなわこども園（仮称）２歳児室イメージ



あの質問はどうなったのか？
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議会の動き
議会だより関連の視察２件を受け入れ議会だより関連の視察２件を受け入れ

　

５
月
15
日
（
火
）
に
宮
城
県
山
元
町
議

会
、
17
日
（
木
）
に
山
形
県
尾
花
沢
市
議

会
が
議
会
広
報
関
連
の
視
察
研
修
に
来
町

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
研
修
内
容
は
、
編
集

に
対
す
る
常
任
委
員
や
事
務
局
の
関
わ
り

方
や
、
写
真
な
ど
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
委
員

会
の
開
催
頻
度
な
ど
の
手
法
を
説
明
し
、

委
員
間
同
士
で
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
研
修
に
際
し
、
持
参
い
た
だ
い
た
過

去
の
議
会
だ
よ
り
を
見
る
と
、
塙
町
で
も

参
考
に
な
る
ペ
ー
ジ
が
数
多
く
あ
り
、
今

後
の
編
集
活
動
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

議会だより関連の視察２件を受け入れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成３０年４月１日～６月３０日

年月日 会 議 名 称

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁　

光

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

30.4.5 総務常任委員会 ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― 私用 ― ― ○

30.4.5 経済常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―

30.4.5 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ 私用 ― ○ ○

30.4.5 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○

30.4.5 広報常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

30.4.11 広報常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

30.4.16 広報常任委員会 私用
早退 ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

30.4.25 福島県立塙工業高等学校の存続に関する調査特別委員会 ○ ― ― ― ― ― ○ ○ ― ― ― ― ― ―

30.5.15 宮城県山元町議会視察（議会広報関係） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ○ ○

30.5.16 経済常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―

30.5.16 総務常任委員会 ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

30.5.17 山形県尾花沢市議会視察（議会広報関係） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ○

30.5.23 議会だよりモニター委嘱及び会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ○

30.5.30 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

30.5.30 ５月臨時議会 ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30.5.30 議員定数等検討協議会 ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○ ○

30.5.30 全員協議会 ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○

30.5.30 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

30.6.5 全員協議会 ○ ○ ○ 遅参 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 遅参 ○ ○ ○

30.6.7-11 ６月定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30.6.11 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

30.6.27 広報常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

○出席　－該当外

　議員は会議に出席する義務があり、正当な理由がなく欠席すると罰せられることがあります。議会では欠席の正当な理由として、配偶者・親
族の葬儀（忌引）、病気・けが（傷病）、突発的事故（事故）、その他議長が認める場合です。表ではそれぞれ、忌引、傷病、事故、その他と表記し、
それ以外の正当な理由外の欠席の場合は私用と表記しました。

議会活動出欠状況

山元町議会（上）尾花沢市議会（下）

跡

●平成２８年９月定例会●平成２９年６月定例会
　

　ＰＣやインターネットを活用し、コンビニ

における各種証明書の交付、税金の収納代行

など、町民の行政手続きの利便性向上につな

がるよう業務方法の見直しを提案します。

　各課窓口対応を東白川郡内３町村行ってい

る。塙町もどの課にも直接行ける利便性向上

を考えたレイアウトを検討したい。

　本庁舎１階に町民課と健康福祉課の２課と

し、総務課を移動する。

　配置換えによる問題が解決出来次第、お示

ししたい。

　住宅リフォーム助成制度問題について、助

成限度額が１件 10 万円から 20 万円に引き上

げできないか。

　限度額増額は、平成 29 年度はすでに助成

を行っているため実施できない。

　平成 30 年度以降対応が可能か検討する。

　住まいる環境リフォーム補助金が廃止にな

り、高齢者にやさしい住まいづくり助成事業

に変わる。

住宅リ

質問質問質問 質問質問質問

答弁答弁答弁

答弁答弁答弁

その後その後その後

本庁舎

その後その後その後

追

現在の役場１階のようす

レポー
ト 議員の一般質問の中からピックアップし、

その動き・現在の状況を調査します。
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議会だより議会だより
モニターさんのモニターさんの

　

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
に
な

り
、
改
め
て
議
会
だ
よ
り
を
熟

読
し
ま
し
た
。
今
の
塙
町
の
現

状
が
分
か
り
や
す
く
書
か
れ
て

い
て
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

同
時
に
、
塙
町
が
今
後
発
展

す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
よ
い
の
か
。
様
々
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
モ
ニ
タ
ー
と
い
う
仕
事

を
通
し
て
議
会
や
町
政
に
関
心

を
持
ち
、
も
っ
と
暮
ら
し
や
す

く
、
住
民
に
や
さ
し
い
町
づ
く

り
に
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

私もひとこと
委嘱されたモニターさん１人に議会だよりについて
ご意見をいただきました。　　　　　　　　　　

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
委
嘱

声声声

　

平
成
30
年
１
月
か
ら
２
月
末
に

か
け
て
、
全
世
帯
を
対
象
と
し

た
議
員
定
数
等
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
締
切
ま
で
に

５
３
２
件
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
回
答
の
約
７
割

は
現
在
の
議
員
定
数
は
「
多
い
」、

ま
た
報
酬
に
つ
い
て
は
約
４
割
が

「
多
い
」
と
な
り
ま
し
た
。

～議員定数「多い」が約７割～

議員定数等アンケート実施結果議員定数等アンケート実施結果

　この度の議員定数等に関するアンケートに対し、多くの町民の方にご

回答をいただきましたこと、厚く御礼申し上げます。当協議会は、塙町

議会基本条例に基づき定数と報酬を見直すべく、皆様からいただいた貴

重なご意見に耳を傾け、議員間で議論を重ねて意見集約をし、塙町議会

にとって必要かつ適正な定数と報酬を決定したいと思います。

◆　調　査　概　要　◆

１ 調査地域 塙町内全域

２ 調査対象 町内全世帯

３ 調査票配布 各行政区長経由による配布

４ 調査対象期間 平成30年１月26日～２月28日

◎　アンケート回答状況　◎

塙町内全世帯（平成30年1月9日現在） 2853 世帯

回　答　件　数 532 件

回　答　率 18.65 ％

＜議員定数等検討協議会より＞

１．回答性別 ２．回答年齢構成

３．議員定数について ４．議員報酬について
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平
成
30
年
５
月
23
日
（
水
）
午
後
６
時
か
ら
議
会

だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式
を
行
い
、
町
内
在
住
の
７

名
の
方
へ
委
嘱
し
ま
し
た
。
平
成
31
年
３
月
末
ま
で

の
任
期
中
、
議
会
だ
よ
り
や
議
会
広
報
活
動
へ
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
す
。
委
嘱
状
を
交
付
し
た
議
長
か

ら
も
、
よ
り
良
い
議
会
運
営
や
議
会
だ
よ
り
の
紙
面

づ
く
り
に
期
待
し
て
い
る
と
挨
拶
し
、
そ
の
後
開
催

さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
会
議
で
は
、
常
任
委
員
と
モ
ニ

タ
ー
さ
ん
と
の
間
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

平成 30 年度　議会だよりモニター

生方　恵美さん（台宿） 斉藤　直子さん（西河内）

遠藤　勢子さん（板庭） 佐藤　紀代美さん（塙）　

菊地　哲也さん（植田） 鈴木　正志さん（山形）　

斉藤　修一さん（塙）　

議会だより
モニターさんの

・写真が多く配置されて見やすい紙面

　になっている。

・一般質問ページの質疑応答が噛み合

　っていない。

・気になる一般質問内容の検索に時間

　がかかる。

・追跡レポートに注釈を付けるとわか

　りやすいのでは。

・見出しと本文中の名称等が一致しな

　い点があった。

・予算のページに科目の解説があると

　良い。

・文字の量が多いと読みにくい。

議員定数等アンケート実施結果

＜ご意見＞

・町の財政に見合った定数

・少数精鋭で真剣な取り組みが期待できる

・少ないと少数意見が反映されない

・これ以上少ないと執行機関へのチェック

　機能が不十分

＜ご意見＞

・議員活動の質に対して多い

・町財政全体から考えて多い

・報酬減により候補者不足となり人材が低

　下する

・安い報酬でも仕事ができる議員であって

　ほしい

（件数）

（件数） （件数）

（件数）

委嘱状交付

モニター会議のようす

斉
さいとう

藤　修
しゅういち

一さん
（塙）

町
民
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を



あなたも議会をあなたも議会を
傍聴してみませんか傍聴してみませんか
平成３０年９月定例会は、

９月６日（木）からの予定です。

●場所　役場２階　議場●
（※氏名記入などの簡単な手続きで傍聴できます。）

あなたも議会を
傍聴してみませんか

【お詫びと訂正】

　前回の議会だより№ 142 号（発行日：平

成 30 年４月 20 日）の「みんないきいき（28

ページ）」の記事で、一部脱字がありました。

正しくは「箏曲教授師範 宮崎 歌葸」先生

です。お詫びして訂正いたします。

寸

塙町議会だより第 143号　20

U
R
L
http://w

w
w
.tow
n.hanaw

a.fukushim
a.jp/

E-m
ai
gikai@

tow
n.hanaw

a.fukushim
a.jp

〒
９
６３

－５
４
９２
福
島
県
東
白
川
郡
塙
町
大
字
塙
字
大
町
三
丁
目
２
１

TEL０
２
４
７
－４
３
－２１５
０
　
FA
X０
２
４
７
－４
３
－２１１６

発
行
者
　
塙
町
議
会
議
長
大
縄
武
夫

編
　
集
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

み ん な い き い き　VOL．37
皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：久慈川サイクリングロード愛好会
活 動 場 所：久慈川サイクリングロードなど
会　　　長：海野芳洋（塙　町）　℡：43-7082
副　代　表：小室雅喜（矢祭町）

久
慈
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
自
転
車
で
走
ろ
う
!!

楽しくマイペースで自転車を楽しんでいます

　

久
慈
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

愛
好
会
は
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
な
ど

の
様
々
な
種
類
の
自
転
車
で
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
６
名
ほ
ど

の
小
さ
な
団
体
で
す
。

　

普
段
は
久
慈
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
を
拠
点
に
走
っ
て
い
ま
す

が
、
時
に
は
県
外
な
ど
へ
遠
征
し

た
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

「
み
ん
な
で
自
転
車
を
楽
し
む
」

が
モ
ッ
ト
ー
な
の
で
、
初
心
者
で

も
無
理
の
な
い
速
度
で
走
り
、
ま

た
、
自
転
車
に
興
味
の
あ
る
方
が

い
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
や
ヘ
ル

メ
ッ
ト
等
の
貸
し
出
し
も
行
う
な

ど
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
ス

ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
の
楽
し
さ
を
広
め

ら
れ
る
よ
う
日
々
努
め
て
い
ま

す
。

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備

活
動
も
行
っ
て
お
り
、
多
く
の
サ

イ
ク
リ
ス
ト
に
安
全
に
走
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
通
行
を
阻
害
し
て

い
る
枝
葉
の
刈
払
い
や
土
砂
掃
き

な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

　

読
者
の
皆
様
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
広
報
常
任
委
員
会

も
、
平
成
30
年
度
か
ら
２

名
の
議
員
が
入
れ
替
わ

り
、
先
日
委
嘱
を
受
け
た

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
さ

ん
も
３
名
が
新
任
と
、
新

し
い
体
制
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
機
に
モ
ニ
タ
ー

さ
ん
の
ご
意
見
を
参
考

に
、
よ
り
良
い
議
会
だ
よ

り
に
な
る
よ
う
、
努
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
暑
い
日
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
水
分
を

と
っ
て
熱
中
症
に
な
ら
な

い
よ
う
気
を
つ
け
て
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。
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